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【はじめに】

鶏大腸菌症は鶏病原性大腸菌（Avian Pathogenic Escherichia coli（以下、APEC））を原

因とし、養鶏産業において経済的損失が大きい主要な疾病の一つとして知られている。鶏大

腸菌症の臨床的病型は、急性敗血症型（急性型）、亜急性線維素性漿膜炎型（亜急性型）、皮

膚型、肉芽腫型、腸炎型の 5 つに大別[1]される（表 1）。私たちが日常の病性鑑定において遭

遇するほとんどは亜急性型であるが、近年の県内病性鑑定においては急性型や皮膚型が増加

傾向にある（図 1）。これらの病型の違いが何に起因するのかは明らかにされておらず、不明

な点が多い。そこで今回、病型と分離株性状の関連性について知見を得るため、保存菌株を

用いた各種性状確認や病原因子検索を実施したので、その概要を報告する。

【材料と方法】

1 材料

県内 9 農場の 7～240 日齢の採卵鶏およ

び肉用鶏由来の大腸菌18株を用いた。APEC

株 12 株（剖検所見や病理所見から急性型 6

株、亜急性型 3 株、皮膚型 3 株に分類）、

対照として健康鶏のクロアカスワブ由来

株 6 株の計 18 株とした（表 2）。

2 方法

（1）O 群遺伝子型別：O‐genotyping PCR

法（162 種類の Og 型および新規 8 種類の



Og 型を遺伝学的に判定できるマルチプレックス PCR 法）[2][3]により実施（動物衛生研究部

門に依頼）。

（2）Multilocus sequence typing（MLST）解析：7 つのハウスキーピング遺伝子（adk, 

fumC, gyrB, icd, mdh, purA, recA）について実施（動物衛生研究部門に依頼）。

（3）病原因子検索：iutA（鉄取り込み能）、iss（血清抵抗性）、cva/cvi（コリシン V プ

ラスミド）、tsh（温度感受性赤血球凝集能）、hlyF（ヘモリジン）、iroN（鉄トランスポー

ター関連遺伝子）、ompT（プロテアーゼ）について PCR 法にて実施。

（4）薬剤感受性試験：アンピシリン（ABPC）、ストレプトマイシン（SM）、セフォタキシ

ム（CTX）、ゲンタマイシン（GM）、セファゾリン（CEZ）、クロラムフェニコール（CP）、

ST 合剤（ST）、カナマイシン（KM）、エンロフロキサシン（ERFX）、ナリジクス酸（NA）、

テトラサイクリン（TC）の 11 種類につい

て一濃度ディスク拡散法により実施。

なお、第 3 世代セファロスポリン系薬

剤である CTX に耐性を示した株について

は、基質特異性拡張型βラクタマーゼ

（以下、ESBL）遺伝子型別を代表的な 9

種類の型別（CTX-M-1、CTX-M-2、CTX-M-

8、CTX-M-9、CTX-M-25、CTX-M chimera、

GES、TEM、SHV）が可能な市販キットを用

いて PCR 法にて実施（表 3）。

【結果】

O 群遺伝子型別では、O8g、O53g が各 2 株ずつで最多の遺伝子型であり、その他同一の遺

伝子型はなく多様な型に分類された。また、病鶏と健康鶏の間および各病型の間で、優勢な

O 群や遺伝子型との関連性はみられなかった（表 4、図 2）。

MLST 解析ではシークエンスタイプ（ST）117 が 6 株で最多となり、これらはすべて病鶏由



来株だった（うち 1 株は 1 塩基の相違あり）。その他、同一の ST はみられず、多様な ST に

分類された。各病型別で ST との関連性はみ

られなかった（表 5、図 3）。

病原因子検索では、病鶏と健康鶏の間、各病型の間で病原性遺伝子の保有数に有意な差は

認められなかった（表 6）。しかし、iroN の保有数が病鶏は健康鶏と比較して有意に高く（ｐ

＜0.05）、また、iutA の保有数は全身型（急性型＋亜急性型）が局所型（皮膚型）と比

較して有意に高かった（ｐ＜0.05）（図 4）。その他の因子については、保有数に有意な差は

認められなかった。薬剤感受性試験では、NA と TC が全体で 50％以上の耐性率を示した。



各薬剤の耐性率や多剤耐性化傾向など、病鶏と健康鶏、病型別、農場別で有意な差は認めら

れなかった（表 7）。また、CTX 耐性株は 18 株中 1 株であり、ESBL 遺伝子型別の結果、CTX-

M-1 グループに分類された（表 8）。

【まとめと考察】

本調査では、鶏由来大腸菌を病型別（急性型、亜急性型、皮膚型）に分類し、健康鶏クロ

アカスワブ由来株を対照として、病型と菌性状に関連があるか知見を得るために各種菌性状

や病原因子保有状況を調査した。

O 群遺伝子型別では、18 株は多様な血清型に分類され、病鶏や病型に関連性はみられなか

った。既報[4][5]では APEC 株は O1、O2、O78 が多いとされているが、本調査から特定の血清

型以外での発生も多いことがわかった。MLST 解析では、6 株が ST117（うち 1 株は 1 塩基相

違あり）で最も多く、これらは全て病鶏由来株であった。その他は多様な ST に分類され、

病型間で ST の関連性はみられなかった。ST117 は APEC 株の優勢な ST の一つ[6]だが、本調

査では同一の ST117 でも O 群遺伝子型別が多様であり、同一由来株によるものではないと推

察された。病原因子検索では、全体の病原性遺伝子の保有数では病鶏や病型間に傾向はみら

れなかったものの、iroN（鉄トランスポーター関連因子）保有数は病鶏が健康鶏より有意に

高く、iutA（鉄取り込み能因子）保有数は全身型（急性型＋亜急性型）が局所型（皮膚型）

より有意に高かった。このことから、iroN や iutA の鉄獲得系に関わる遺伝子保有の有無が

鶏大腸菌症の発症や敗血症性の病態形成に関与している可能性が示唆された。薬剤感受性試

験では、全体で NA と TC の耐性率が 50%以上と高かったが、各薬剤の耐性率に健康鶏と病鶏、

農場別、病型別での傾向は認められなかった。また、1 株が ESBL 遺伝子（CTX-M-1 グループ）

を保有していた。CTX-M 型の ESBL はヒト医療でも問題視されており、他の細菌への伝播も

懸念されるため、今後も動向を注視する必要がある。ESBL 遺伝子と病原性関連遺伝子の双

方が同時に保存される傾向があるという報告[4]があるが、本調査では同様の傾向は認められ

なかった。本調査では ESBL 保有株が少なく、正確な分析ができていない可能性があるため、

今後、データ数を増やして再検討する必要がある。

本調査から、病型と菌性状の明確な関連性は認められなかったが、特定の因子が発症や病

態形成に関与する可能性が示唆された。今後もデータを蓄積し、より効果的な対策の一助と

なるよう検査を継続していきたい。
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